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ニーチェ･コントゥラ･パスカル(その1)
―パスカルの｢理性の論理｣と｢心情の論理｣―
Nietzsche contra Pascal (I) 
Die Logik der "raison" und die des "Coeur" bei Pascal






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































(川 パスカルは rパンセjfr.60で ｢第一部,神なき
人間の悲惨｡第二部,神と共なる人間の至福｣と
いう論述のスケッチを退している｡
(12) ニーチェは.｢強さのペソシズムによせて｣と題
する断章において次のように言う｡｢以前に人間が
神を必要としていたのであるなら,今や,神なき
世界の無秩序が,偶然の世界が,人間を歓喜せし
める｡そういう世界は.怖るべきもの,二義的な
もの,誘惑的なものを本質にもっているのであ
る｣｡("DerWilezurMacht'Nr.1019)｢強さの
ベンシズム｣に?いての一文は,ニーチェ本人の
r力へ意志｣の論述プランからいっても,最終的な
章に配列されて然るべきである｡
(13) パスカルの死後発見された rメモリ7ルJと呼
ばれる断章に記されている｡この断章を生前パス
カルは胴着にぬいつけていて肌身離さなかったと
いわれている｡Pl昌iade版 p.554を参照せよ｡
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